
　留学生センターでは「地域における日本語教育　－岐阜地域の多文化共生を考える－」と題したフォーラムを、3月8日、岐阜グランパレ
ホテルで開催しました。このフォーラムでは、岐阜地域における日本語教育、多文化共生の状況について、各方面からパネラーをお招きして、
報告、討論を行ないました。�
　まず基調講演として、山形大学教育学部教授の高木裕子先生に「山形県における日本語教育と多文化共生」と題しお話しいただきました。
初めて山形に赴任してから現在に至るまでの様々な試み、行政とのやりとりなどを通じ、山形県でどのように「共生」が整えられてきたのか
を、ご自身の体験をベースにお話しくださいました。�
　次に岐阜大学留学生センターの中須賀徳行教授から「岐阜県における日本語教育の概要」について報告がありました。�
　後半は講演者お二方に加え4人のパネラーの方々によるパネルディスカッションが行なわれました。まず馬淵直子氏（大垣市西小学校教諭）
から、小学校における外国人児童の教育について、舟橋月江氏（小牧市味岡中学校非常勤講師）から中学校における外国人生徒への教育につ
いて報告があり、続いて清水恵美氏（可児市国際交流協会）から可児における外国人への日本語教育の取り組みについて報告がありました。
最後に東海日本語ネットワークの米勢治子氏からコメントとして、東海地域の日本語教育ネットワークについての報告をいただきました。�
　その後行なわれた質疑応答でも活発な討議があり、多文化共生に対する関心の高さがよくわかるフォーラムとなりました。この機会を出発
点として、留学生センターは地域との連携を通じて岐阜地域における日本語教育、多文化共生により深く携わってまいります。最後になりま
したが、フォーラムにご参加いただいた皆様、並びに関係者各位にお礼申し上げます。�

　このフォーラムは留学生センター初代セ
ンター長を勤められた中須賀徳行教授の退
官記念として企画されました。中須賀先生
の講演は、退官記念講義でもありました。
またパネラーの選出・依頼も中須賀先生が
ご尽力くださり、充実したフォーラムが開
催できました。これからも様々な形で留学
生教育・多文化共生にお携わりになること
と期待しております。�

フォーラムの報告書は、PDFファイルで、�
http://www.gifu-u.ac.jp/̃isc/Japanese/framepage(Jap).htm�

からダウンロードできます。�
留学生センターのホームページも是非ご覧ください。�
  http://www.gifu-u.ac.jp/̃isc/hptext.html

サマースクールに関する詳しい情報は、�
http://www.gifu-u.ac.jp/̃isc/Japanese/framepage(Jap).htm�

まで。�

※次号では、橋本慎吾講師、宮谷敦美助手を紹介します�

　岐阜大学サマースクール（夏期短期留学）は1988年にスウェーデンのルンド大学からの留学生を迎えて発足しました。毎
年6月から7月にかけて、交流協定校から留学生を受け入れています。コースでは、日本語と日本文化の授業の他にも、様々
な見学旅行やホームステイプログラムが盛り込まれています。宿泊施設には、日本人学生のチューターがいるので、生きた交
流ができると好評です。2003年度は、ルンド大学から13名、ソウル産業大学から5名、英国アバティダンディ大学から1名
の学生が参加しました。�



温和な雰囲気の森田先生ですが、少林寺拳法は黒帯です！森田先生に、留学生教育への熱い想いを語っていただきました。�

●略歴�
　1957年東京都生まれ。�
　成城大学大学院文学研究科日本常民文化専攻�
　博士後期課程単位修得満期退学�
●研究テーマ�
　日本近世・近代の社会と文化に関する歴史的研究�

2001年度より開始した「日本語・日本文化研修プログラム」は文部科学省奨学生対
象の特別プログラムで、日本で語学力と日本に関する知識や体験を深めることを目的
にし、1年間の総仕上げとして8000字の小論文を課しています。日本語・日本文化
専攻の学部生が対象です。第1期生は8人、第2期生は5人で、中国、タイ、スウ
ェーデン、オーストラリア、アメリカ合衆国という、世界各地から学生が集まりまし
た。将来母国と日本との懸け橋になって、国際交流を担う若者達です。�

日本語研修コースは、集中的に日本語能力を養成する15週間の日本語コースです。
文部科学省から留学生センターに直接配置された国費留学生と、岐阜大学内から、研
究や勉学に必要な日本語能力を速成したい研究生、大学院生、交換留学生を受け入れ
ています。初級～中級の 3レベルを開講しています。初級レベルは週90分×16ク
ラス、既習者レベルは週90分×10クラスです。4月、10月開講です。�

2003年4月に、中須賀徳行先生の後任として、森田晃一先生が留学生センターに着任しました。�

　いよいよ来年4月からの国立大学独立法人化に向けて、岐阜大学も本学の独自性を発揮し、魅力ある
キャンパスにするため、国際交流分野においても大いなる努力が求められている。それには本学が中規
模総合大学であることから、各種事業が全学レベルで実施できるという特徴を生かす必要がある。現在
の留学生センターが設置されるずっと以前、各学部より選出された教官からなる国際交流室員会（12～
15人）が置かれていた。当時、室員には本当に留学生の面倒を良く見ていただける先生達が多かった。
室員会議も午後1時から5時頃まで、場合によっては7時頃まで時間をかけて多くの課題を話し合って
事業を実施していった。本学における国際交流黎明の時であった。これらの教官や日本語指導の非常勤
の方々など多くの人々の地道な努力の積み重ねによって、今日の留学生センターやサマースクールをは
じめ多くの留学生事業が推進されているのである。�

日本語・日本文化研修プログラムおよび日本語研修コースに関する詳しい情報は、�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.gifu-u.ac.jp/̃isc/Japanese/framepage(Jap).htm まで。�
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